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楠漁港（楠町南五味塚）◎表紙
◎令和５年度  定時総会・理事長挨拶
◎ご来賓あいさつ
◎新役員・退任役員・理事長表彰
◎令和５年度  会員互助会総会
◎互助会新会長挨拶
　互助会作品展・互助会フェスティバル
◎ボランティア活動・親睦旅行のお知らせ
◎女性部のつどい・会員のひろば
◎第16回安全適性就業推進大会
　令和５年度安全標語・保健師さんに聞きました
◎事務局からのお知らせ・編集後記

明るく元気で信頼あふれる
　　シルバー人材センターをめざして

　鈴鹿川から分流した派川の河口部につくられた漁港
です。主に渡り蟹漁をする漁業者が利用しています。
　伊勢湾をはさむ対岸には中部国際空港を望め、晴れ
た日には発着する飛行機のマークまで確認することが出
来ます。
　また、チョットした釣りの穴場で、季節により、キス、メ
ゴチ、シロギス、カレイなどを狙った多くの釣り人が訪れ
ます。
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令
和
五
年
度

定
時
総
会

　
高
齢
者
が
活
躍
す
る
「
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
お
い
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
」
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

 

お
話
し
の
出
発
点
は
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
社
会
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
に
限

ら
ず
、
健
康
で
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
い
活
躍
が

確
実
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
始
め
る
と
、
生
産
年
齢

人
口
、
総
人
口
の
減
少
に
よ
る
影
響
が

明
確
に
現
れ
始
め
、
少
子
化
対
策
に
重

点
が
置
か
れ
た
政
策
に
加
え
、
安
全
保

障
、
経
済
成
長
を
重
視
す
る
政
策
が
財

政
状
況
が
厳
し
い
中
で
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
健
康
な
高
齢
者
に
は
、
こ

れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
役
割
を
担
っ

て
欲
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

国
は
、
こ
の
事
を
既
に
想
定
し
て
法

律
を
改
正
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
、

就
業
を
活
発
に
す
る
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
以
外
に
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
就

業
を
促
進
す
る
組
織
が
増
え
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
競
争
相
手
が
増

え
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
考
え
る
時
に
、
大
切
な

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、

市
町
村
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
組

織
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
高
齢
者
の
就

労
を
支
援
す
る
た
め
に
設
置
が
認
め
ら

れ
た
組
織
で
あ
る
点
と
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
法
律
に
定
め
ら
れ
た
機

能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
特
典
が
与
え
ら

れ
て
い
る
点
で
す
。
こ
れ
を
別
の
表
現

で
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
し
っ

か
り
と
役
割
を
果
た
さ
ず
、
他
の
組
織

の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
れ

ば
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
法
律

で
特
に
規
定
し
、
か
つ
、
特
典
を
与
え

る
必
然
性
が
無
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者

の
社
会
参
加
、
就
労
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
設
立
・
存
続

の
前
提
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
地
域

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
活
動
や
、

高
齢
者
自
身
の
心
身
の
健
康
を
護
り
、

自
律
し
た
生
活
を
支
援
す
る
活
動
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
創
造
的
な
活
動
を
進
め
る
事
が

必
要
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
他
の
模
範

と
な
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
少
し
年
齢
を

重
ね
た
人
た
ち
が
頑
張
ら
な
い
と
地
域

は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。
幸
い
に
も
当
セ

ン
タ
ー
は
、
先
輩
方
が
そ
の
基
盤
を
立

派
に
作
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
会
社

が
利
益
の
最
大
化
を
目
指
す
よ
う
に
、

私
た
ち
は
、
社
団
法
人
と
し
て
会
員
の

満
足
度
を
最
大
化
す
る
と
と
も
に
、
公

益
団
体
と
し
て
社
会
の
利
益
に
最
大
限

貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
協
力
し
合
っ
て
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
益
々
の
発
展
と
、
会
員
、
関
係
各
位

の
ご
健
康
・
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　
石
川
理
事
長
は
、
総
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
総
会
へ
の
出
席
と
平
素
の
ご
支

援
に
謝
意
を
表
し
、
議
案
・
報
告
事
項

の
説
明
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
挨
拶

し
ま
し
た
。

虹の橋　第85号 2

第１号議案　令和４年度決算報告・監査報告について
第２号議案　役員（理事・監事）の選任について

◆報告事項

◆議案事項

承認された議案事項

第１号報告　令和４年度事業報告について
第２号報告　令和５年度事業計画について
第３号報告　令和５年度収支予算について

理事長

石川良三

令
和
五
年
五
月
三
十
一
日（
水
）、
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

議
案
事
項
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



 
　
令
和
五
年
度
定
時
総
会
の
開
催
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「
自

主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の

も
と
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
地
域
活
動
に
活

か
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
供
の
一
時
預
か
り
や
ま

た
高
齢
者
の
方
へ
の
生
活
支
援
な
ど
様
々
な

世
代
が
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
四
日

市
市
の
市
民
生
活
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
皆
様
が
活
躍
す
る
場
面
に
よ
く
遭
遇
し
ま

す
が
、
そ
こ
で
も
元
気
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
為
、
四
日
市
市
の
為

に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
段
階
が

変
わ
り
、
社
会
活
動
が
活
発
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
会
員
互
助
会
も
非
常
に
活
発
に
活

動
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
是
非

と
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
外
へ
出
て
様
々
な
場
面
で
活

躍
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
健
康
寿
命
の
増
進
、

地
域
の
活
力
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々

の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　
四
日
市
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
三

重
県
内
で
先
駆
け
て
設
立
さ
れ
44
年
の
歴
史

を
誇
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
法
人
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、
社
団
法
人
と

は
、
会
員
が
集
ま
っ
て
体
を
な
し
て
い
る
組

織
。
ま
さ
に
会
員
の
お
一
人
お
一
人
が
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
構
成
し
て
い
る
。
さ

ら
に
公
益
社
団
法
人
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
は
、

四
日
市
市
の
為
の
公
益
的
な
事
業
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
誠
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
会
員
数
が
減
少
す
る
な
か
売
上
高
が
上

が
っ
て
き
て
お
り
、
会
員
皆
様
一
人
一
人
の

負
荷
が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
に
健
康
面

が
心
配
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
自
治
会

で
も
「
シ
ル
バ
ー
会
員
の
人
手
が
不
足
し
て

い
る
か
ら
仕
事
が
お
願
い
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
状
況
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
地
域
社
会
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
60
歳
以
上
の
会
員
で
構
成
さ
れ
る
貴
所
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
雇
用
延
長
の
な
が
れ
の

な
か
70
歳
定
年
制
度
も
進
み
、
新
規
会
員
の

確
保
が
難
し
い
時
代
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
地
域
の
期
待
が

有
る
と
い
う
事
は
十
分
お
分
か
り
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
体
に
留
意
さ
れ
て
ま

す
ま
す
元
気
に
お
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
、

互
助
会
を
利
用
し
人
生
の
生
き
が
い
を
見
つ

け
日
々
是
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に

変
更
さ
れ
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
有
効
求
人

倍
率
は
前
年
度
か
ら
０
・
14
Ｐ
上
回
り
現
在

の
雇
用
情
勢
は
改
善
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
三
重
県
下
で
は
高
齢
化
が
進
み
令

和
４
年
10
月
１
日
時
点
で
65
歳
以
上
人
口
は

53
万
人
と
全
体
の
30
・
５
％
を
占
め
、
全
国

平
均
の
29
％
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
高
齢
者
の
７
割
近
く
が
65
歳
を

超
え
て
も
働
き
た
い
と
希
望
し
て
お
り
、
年

齢
に
か
か
わ
り
な
く
意
欲
あ
る
高
齢
者
が
働

く
為
の
多
様
な
就
業
機
会
を
提
供
す
る
事
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
為
高
齢
者
の
希

望
、
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
選
択
肢
を
共
用

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が

近
々
の
課
題
で
あ
り
、
と
り
わ
け
高
齢
者
が

活
躍
の
場
を
見
出
す
た
め
の
環
境
整
備
の
一

つ
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
四
日
市
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
更
な
る
会
員
数
の
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に

事
業
部
の
効
率
化
、
適
正
で
安
全
な
就
業
の

徹
底
を
合
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　
本
日
、
永
年
の
ご
功
労
に
よ
り
表
彰
を
う

け
ら
れ
る
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
が

自
助
努
力
に
よ
り
就
業
を
通
じ
て
生
き
が
い

を
求
め
、
併
せ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ

よ
う
と
す
る
会
員
の
皆
様
の
自
主
的
な
組
織

で
あ
り
ま
す
。

　
貴
セ
ン
タ
ー
が
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助
」
と
い
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

理
念
の
も
と
多
大
な
ご
尽
力
に
よ
り
事
業
運

営
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
今
の
シ
ル
バ
ー
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
「
会
員
拡
大
」
「
安

全
就
業
の
徹
底
」
な
ど
に
加
え
、
新
た
な
難

題
で
あ
る
「
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

（
適
格
請
求
書
保
存
方
式
）
が
本
年
十
月
よ

り
導
入
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
「
業
務
効
率
化

を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
な
ど

避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
課
題
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
社

会
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
高
齢
者
の
就

業
機
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
会
員
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
県
連
合
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
会
員
拡
大
や
安
全
就

業
を
柱
に
新
た
な
課
題
で
あ
る
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
へ
の
対
応
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
」
に
つ
い
て
の
取
組
に
邁
進
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〝
活
躍
す
る
こ
と
が
健
康
寿
命
の

    　
　
　

  

増
進
、地
域
の
活
力
〞

四
日
市
市 

市
長

  
　
森  

智
広 

様

〝
地
域
に
求
め
ら
れ
る

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
〞

四
日
市
市
議
会 

議
長

  

　
樋
口 

龍
馬 

様

〝
高
齢
者
が
働
き
や
す
い

　
　
　
　
　

  

環
境
整
備
を
〞

三
重
労
働
局 

局
長 

金
尾 

文
敬 

様

（
代
読
）

　
四
日
市
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
所
長   

髙
木 

俊
宏 

様

〝
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
対
応

   

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
向
け
た

　
　
　
　

  

取
組
に
邁
進
し
ま
す
〞

公
益
社
団
法
人
三
重
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長  

中
瀬
　
敦 

様

（
代
読
）

　
事
務
局
長   

結
城
真
明 

様

出席いただいた
ご来賓

四
日
市
市
健
康
福
祉
部　

次
長  　
　
　
　
　
　
　

城
田 

昌
直 

様

社
会
福
祉
法
人
四
日
市
市
社
会
福
祉
協
議
会  

常
務
理
事・事
務
局
長　

須
藤 

陽
子 

様

公
益
財
団
法
人
四
日
市
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会  

会
長　
　
　

馬
瀬 

隆
彦 

様

四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会  

連
合
会
長 　
　
　
　
　
　

壺
田    

實 

様

公
益
社
団
法
人 

鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 　
副
理
事
長 

丹
羽
威
知
郎 

様

公
益
社
団
法
人 

桑
名
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 　
理
事
長　

 

辻
内 

倫
夫 

様

公
益
社
団
法
人 

東
員
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 　
理
事
長　

 
水
谷 

史
郎 

様

公
益
社
団
法
人 

い
な
べ
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

理
事
長　

 
三
好 

成
之 

様

虹の橋　第85号3

ご
来
賓
あ
い
さつ（
要
旨
）



虹の橋　第85号 4

竹野成記
理事長

石井保行
常務理事・事務局長

竹野 成記
山本 恵治
石井 保行
伊藤 凉子
落合ひろし
加藤昌弘
北澤きみよ
小林良則

理事長

副理事長

常務理事

理事

理事

理事

理事

理事

楠

桜

富洲原

大矢知

内部

八郷

日永

下野

丹羽　章
萩原　誠
堀内　定
堀部美代子
村岡国久
諸戸勝義
山下項士
野口　猛　
松井清司  

理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
監事
監事

常磐
四郷
三重
海蔵
神前
橋北

大矢知
下野

役員の紹介第22期 よろしくお願いいたします

退任役員

就任役員

理事長表彰

 退任の挨拶   前理事長  石川 良三
　このたび退任しました理事を代表し、ご挨拶させていただきます。
　皆さまの温かいご支援のおかげをもちまして、理事職、または代表理
事の大役を果たすことが出来ました。本当にありがとうございました。
　今後は、皆さまとご一緒に当センターの活動に楽しんで参加して参りた
いと思います。
　私共に頂戴したご支援、ご理解を新しい体制にも引き続き、ご協力い
ただきますようお願いします。

 就任の挨拶  理事長  竹野 成記
　平素は、四日市市シルバー人材セン
ターの運営にあたり、会員の皆様をはじ
め、行政機関、民間事業所、地域の
皆様から、ご支援ご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
　このたび令和5年度定時総会におい
て理事長に選任され、就任することにな
りました。
　皆様のご理解ご協力のもと、微力で
はございますがシルバー事業の発展に
全力を傾け、職責を果たしてまいりたい
と考えております。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

表彰規程に則り、５年以上継続して地区の役員として活躍さ
れている、３名の方が受賞されました。ご健康に留意され、ま
すますのご活躍をお祈り申し上げます。



　　

　　
日
頃
は
会
員
互
助
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
会
員
互
助
会
は
平
成
十
四
年
五
月
に

設
立
さ
れ
、
令
和
四
年
度
は
「
二
十
周

年
記
念
」
の
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
夏
場
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
七
波
、
年

末
か
ら
の
第
八
波
と
心
配
な
期
間
も
あ

り
ま
し
た
が
、
二
十
周
年
記
念
品
配
布

や
記
念
行
事
を
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
無
事
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
、
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
の
ご
健

康
と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

承
認
さ
れ
た
議
案
事
項

１
． 令
和
４
年
度
活
動
報
告

２
． 令
和
４
年
度
会
計
報
告・監
査
報
告

３
． 令
和
５
年
度
活
動
計
画

４
． 令
和
５
年
度
予
算

５
． 役
員
の
選
出

６
． 会
員
互
助
会
会
則
の
一
部
改
定

７
． 会
員
互
助
会
活
動
な
ど
助
成
金

　

 

交
付
要
綱
の
一
部
改
定

令
和
五
年
度

会
員
互
助
会
総
会

総
会
挨
拶
〔
要
旨
〕

氏　名 地区名 役　職 氏　名
瀬古　　認　〇
堤　　剛宏　〇
田中　瑞穂　〇
市田　裕司　〇
安田　和郎　〇
中川　久夫　〇
諸戸　貞朝
松原　清種　　
渡辺　宗知　〇
吉田　高啓
佐藤　忠道　　
長谷川　貢
丹羽　勝治
山川　　学
西原　　孟
羽木　太計志
安藤　平吉
森　　義勝　〇
川村　保夫
飯田　文男
古賀　敏昭

幹　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
監　査
〃
顧　問

伊藤　紀夫
由利　洋志雄 〇
粕谷　正教
前岨　孝夫
河合　　勲　    
波多野みさを 〇　
高山　美江子
林　　博子
林崎　つた子
中山　啓子
小笠原　勝子
岩花　正夫
村田　郁子
竹野　成記

桜
神前
内部
四郷
中部
橋北
海蔵
羽津
富田
富洲原
大矢知
八郷
下野
保々
三重
県
桜
川島
神前
常磐
四郷

役員が改選されました。新たに役員を引き受けていただきます皆様、また引き続き役員を続けていただきます皆様、
よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〇印は常任幹事）

会
員
互
助
会
会
長 

　  

飛
岡
福
生

会　長
副会長
書　記
会　計
幹　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

役　職 地区名
小山田・水沢
日永
塩浜・楠
内部
河原田
中部
東部
北部
西部
西南部
南部
下野
三重
塩浜・楠

令
和
五
年
五
月
三
十
一
日（
水
）
四
日
市
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

退任される皆様、大変お世話になりました。
ありがとうございました。　

会  長　 飛岡  福生　
副会長   林　  博子　
書  記　 堤　  剛宏
幹  事　 永井  敏彦　
幹  事　 川村  隆治
幹  事　 落合ひろし

幹  事　田中  幸子
幹  事　川村  明美
幹  事　小林  良子
監  査　田中  武満
顧  問　石川  良三

虹の橋　第85号5



　
こ
の
度
の
定
期
総
会
で
、

会
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
瀬
古

認
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
長
い
年
月
、
先
人
・
先
輩

が
築
か
れ
て
こ
ら
れ
た「
歴

史
」と
セ
ン
タ
ー
の
理
念（
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
）

を
尊
重
し
、
セ
ン
タ
ー
本
体

と
連
携
を
取
り
つ
つ
、
急
が

ず
、
確
実
に
歩
ん
で
い
き
ま

す
。
各
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
親
睦
会
な
ど
の
諸

行
事
や
同
好
会
活
動
等
に
参

加
を
い
た
だ
き
、
会
員
相
互

の
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
互
助
会
の
目
指
す

と
こ
ろ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
就
業
と
併
せ
、「
シ
ル
バ
ー

は
楽
し
い
」
と
い
う
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今

後
と
も
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

瀬古　認

会
員
互
助
会

  
新
会
長
の
挨
拶

西部ブロック
桜地区

会員互助会フェスティバル2023

会員互助会作品展

虹の橋　第85号 6

開催日時 令和5年9月14日㈭
内　　容

開催場所 四日市市文化会館 第2ホール

★出演同好会
　大正琴サークル
　カラオケ喜楽会
　フラダンスサークル

詩吟くらぶ同好会
コーラス同好会ほほえみ

★特別出演
　羽木ユキSAX教室グループ
★司会進行
　CTY-FMフリーアナウンサー

12時開演



大矢知

楠駅 北楠駅

塩浜

小山田内部

河原田 川島 八郷四郷 神前

水沢 羽津

日永 四郷 富田

地区名 実施場所 活動内容 人数
富田
河原田
日永
羽津
楠
塩浜
小山田
水沢
内部
神前
大矢知
川島
四郷
海蔵
富洲原
八郷
下野
常磐

富田保育園
河原田保育園
あすなろ鉄道日永
羽津保育園
近鉄楠・北楠駅
地区市民センター
小山田小学校
通学路
内部幼稚園
介護センター神前
地区市民センター
地区市民センター
笹川保育園
海蔵幼稚園
富洲原保育園
地区市民センター
下野中央保育園
常磐保育園

除草・遊具塗装
駐車場・水路除草
除草・低木剪定・清掃
除草・剪定
除草・清掃
除草・低木剪定
除草・剪定
草刈り
除草・低木剪定
除草・低木剪定
除草・落葉清掃・側溝清掃
除草・清掃
除草・剪定・側溝清掃
除草・剪定
除草・剪定・溝掃除
除草・低木剪定
除草・清掃
畑作り・除草・剪定・清掃

月/日

各地区で春のボランティア活動が始まりました各地区で春のボランティア活動が始まりました

秋の親睦旅行 実施日 令和5年11月3日㈮文化の日
行き先 美濃うだつのあがる街並み＆郡上八幡

昼食：奥美濃にて飛騨牛ステーキの予定

詳しくは「互助会だよりNo.76」（９月１日）号にてご案内します。

虹の橋　第85号7



会員のひろば会員のひろば

　６月17日四日市文化会館第３ホールに於いて、会員60名の参加のもと、女
性部のつどいが開催されました。
　冒頭、北澤会長の挨拶があり、引き続き竹野新理事長より来賓挨拶が行な
われました。
　次に、役員の異動と令和５年度の役員紹介が行われ、女性部活動の推進に
会員皆さんの一層の協力をお願いされました。
　小笠原書記より、令和４年度の活動報告として、サテライトを利用した共
同活動やボランティア活動、エキサイトバザールへの参加などコロナ禍が少
しづつ落ち着いてきた中での活動状況が報告されました。
　続いて令和５年度の活動計画案について、おどりフェスタへの参加やサテ
ライト活動、エキサイトバザール参加、ボランティア活動など活発な社会参
加と地域貢献の実践を目指していきたいと説明がありました。
　休憩をはさみ第２部として、「高齢者の運転について」と題して四日市南
警察署田中交通課長より講演があり、最近の交通事故情勢や事故防止ポイン

トのお話しがありました。
　続いて、市役所より交通安全教室として、「止まる」「見る」
「待つ」を主眼とする「とみまつ隊」の紹介、ケンちゃんに
よる腹話術「まみむめも」、寸劇により交通安全意識の高揚
を図るよう面白おかしく表現されました。
　最後に、石井新事務局長より総括が行われ、併せて今後の
女性部活動の参考にするためのアンケート調査実施の説明が
あり、閉会となりました。参加者も多く有意義な大会になっ
たと思います。

　６月８日（木）、サイバーネットコミュニケーションズ（株）で清掃業務
をされている大川キヌエさんと上条洋子さんの職場を訪問して、お話をお聞
きしました。
　仕事先は市役所の交差点東側、中央通りに面した６階建てのビルです。こ
のビルの清掃をされて、大川さんは約14年、上条さんは８年になるそうです。
　仕事の内容は月曜日と木曜日に各階のごみの回収、通路の清掃、階段の清掃、最後にトイレ掃除です。
１～３階は大川さん、４～６階を上条さんが担当されているそうです。当初３階までの清掃を大川さんが
お一人でされていたそうですが、上の階もお願いしたいと依頼され、上条さんが加わり、その後窓ガラス
拭きとブラインドの掃除も任されることになって、水曜日の９時から11時までその仕事をされています。

仕事の範囲が増えることはお二人がいかに丁寧な仕事をされ、信頼されて
いるかがうかがえます。また、笑顔が絶えず、清潔感漂うお二人ですの
で、ビル管理の方からは大川さん・上条さんの家はさぞ掃除が行き届いて
きれいな部屋でしょうねと言われるそうですが、ただ黙って笑顔を返すだ
け…とか。
　お仕事で心がけていることは怪我をしないこと、階段の清掃は階段の上
から後ろを向いての作業なので特に気を遣うそうです。また、30Lのゴミ
袋を４個両手に持って階段を下りるので踏み外すことのないよう注意をし
ているそうです。
　最後にお二人の健康の秘訣をお聞きしました。二人とも仕事場まで自転
車で10分から15分位だそうです。仕事をしているから元気でいられるし、
二人一緒なので仕事を続けられると話されていました。
　お二人がお互い信頼し、気持ちよく仕事をされていることが健康に繋
がっているのではと思います。

虹の橋　第85号 8

サイバーネットコミュニケーションズ㈱
ビルの清掃

「女性部のつどい」開催される第15回 6月17日



虹の橋　第85号9

第
16
回 

安
全
適
正
就
業
推
進
大
会

　

四
日
市
市
勤
労
者
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
安
全
適
正
就
業
推
進
大
会
を
開
催
し
、会
員

と
事
務
局
職
員
を
併
せ
て
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　気温の上昇とともに、ペットボトル飲料など飲み物の傷みに十分気をつけ、お腹の調子を
崩さないようにしましょう。
　開封後に常温で保管したり、長時間キャップを開けたまま放置したりしていると、中身が
空気に触れて、菌が侵入・増殖しやすくなり、飲み物の傷みを早めます。容器に直接口をつ
けて飲むと、口の中の雑菌や食べかすなどがペットボトルの容器内に入り、菌が増殖しやす
くなります。さらに、飲みかけのペットボトル飲料を鞄に入れっぱなしで持ち歩いたり、車
に置きっぱなしにしてしまうと菌がさらに増殖してしまいます。
　また、麦茶はでんぷんを多く含むため、傷みが早い飲み物です。ご自宅で麦茶を作る場合は、
なるべくその日のうちに飲みきれる量を作りましょう。その他、コーヒー飲料やジュースな
どの甘い飲み物も糖分が多く含まれ、菌が増殖しやすいので注意が必要です。
　飲み物の傷みを抑えるために、コップなど他の容器に移しかえて飲む②冷蔵庫に保管する
③早めに飲みきることを徹底しましょう。

飲み物の傷みに
気をつけましょう

■保健師さんに聞きました

こ
れ
く
ら
い  

こ
の
思
い
込
み
が
事
故
を
呼
ぶ
　
　 

　
　
　 

安
藤   
平
吉 

さ
ん

気
の
ゆ
る
み
、
心
の
乱
れ
は
事
故
の
元
!!

　
　  

　
　
　
　
全
員
が『
規
則
厳
守
』で
ゼ
ロ
災
達
成
!!   

森
岡
　  
章 
さ
ん

〝
自
分
は
大
丈
夫
〞過
信
と
油
断
が
ミ
ス
誘
う

　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ
ろ
う  

変
え
よ
う  

安
全
意
識
　
　
橋 

喜
代
一
さ
ん

〈
最
優
秀
〉

〈
優
　
秀
〉

〈
優
　
秀
〉

令
和
５
年
度
安
全
標
語 

入
選
者・
標
語

7/8

　
現
場
で
は
、

作
業
前
に
危
険

な
場
所
は
な
い

か
確
認
、
場
合

に
よ
っ
て
は
車

に
直
接
防
石

ネ
ッ
ト
を
張
っ

て
い
る
。
仲
間

へ
の
積
極
的
な
声
掛
け
に
よ
り
危
険
箇
所

を
共
有
し
、
体
調
を
確
認
す
る
こ
と
も
含

め
安
全
就
業
を
心
が
け
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
事
故
件

数
は
前
年
度
に
比
べ

14
件
減
少
し
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
の

努
力
と
協
力
に
感
謝

し
ま
す
。
今
年
度
も

安
全
委
員
を
総
動
員

し
、
活
発
な
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
剪
定
や
除
草
の
道
具
は

凶
器
と
な
る
こ
と
を
認
識

し
、
き
ち
ん
と
管
理
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
脚

立
や
ト
リ
マ
ー
等
の
道
具

が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
な

い
事
で
事
故
が
起
こ
る
場

合
が
多
い
。

　
安
全
ベ
ル
ト
や
三
脚
脚
立
の
正
し
い
使
い
方
に
つ

い
て
講
習
会
を
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　　
日
頃
か
ら
被
災
し

た
場
合
を
予
測
し
訓

練
し
、
非
常
食
の
備

蓄
は
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
が
お
す
す

め
で
す
。
災
害
時
に

は
、
ま
ず
自
分
の
命

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
（
自
助
）
、
次
に
、

身
近
な
人
を
助
け
（
共
助
）
、
最
後
に
行
政
や
公
共

機
関
に
助
け
を
求
め
る
（
公
助
）
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
。

緑地維持修繕班
・統括責任者

剪定・除草チーム四日市市
危機管理統括部
危機管理課

安全委員長

【
経
験
発
表
】

【
経
験
発
表
】

【
講  
演
】「
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
」

コーラス同好会「ほほえみ」のみなさんが安全ソングを合唱しました。



虹の橋　第85号 10

　
広
報
部
の
担
当
に
な
り

ま
し
た
。

　
皆
様
に
助
け
て
頂
き
、

日
々
の
活
動
が
で
き
て
お

り
ま
す
。
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
文
章
を
書
く
こ
と
、
表

現
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に

ふ
れ
、
大
変
苦
労
し
て
お

り
ま
す
。

　
わ
か
り
や
す
く
表
現
力

豊
か
な
文
章
を
模
索
す
る

日
々
で
す
。

　
今
後
も
、
会
員
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
記
事
を
掲

載
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

 

　  

広
報
部
　
松
井
　
勇
樹

　

 

配分金・賃金の支払い日

※配分金の就業報告書を締め後３日までに事務局へ提出してください。
※振込を指定した銀行口座を変更する場合は、すみやかに変更届を事務局へ提出してください。

配  分  金 賃    金
（派遣）

運動施設や公園等の公共施設で就業してみませんか。

　※募集要項や就業申込書は、別紙の書類をご覧ください。

　公共施設では、年２回（４月と10月）就業者を募集しています。就業を希望される方は是非応募してく
ださい。ただし、民間事業所を辞めて応募することはできません。民間事業所との兼務は可能です。その
場合は、両事業者の就業条件を満たすことが必要です。
　応募者には、面談の日時を郵送にてお知らせいたします。（８月18日から面談を実施する予定です。）

センター緊急連絡先

この電話は、センターの業務時間外
に対応します。利用にあたっては、
緊急なことかどうか確認してください。

電話番号

● 就業開始日：令和５年１０月～　● 申込締切日：令和５年８月１４日（月）

編 集 後 記

募集募集

清掃ボランティア

日時 8月7日㈪ 
 8時30分～

場所 三滝通り
四日市市営駐車場
前に集合

大四日市まつり後の

実施します

清掃用具等は準備いたします。
作業可能な服装でご参加下さい。

おどりフェスタ2023 のご案内

日時 8月5日㈯ 
17時30分

集合場所 総合会館１Ｆロビー

大四日市まつり

練習日
<サテライト事務所>　
7月21日㈮・7月24日㈪・7月28日㈮

13時30分～14時30分
<当センター第3会議室>　
7月31日㈪　13時30分～15時
8月  2日㈬　13時30分～15時
8月  4日㈮　  9時30分～11時30分

男性会員の方
歓迎

男性会員の方
歓迎

大四日市まつりのイベントであるおどりフェスタに参加
します。興味のある方は、下記の練習日に参加してく
ださい。みんなで楽しく踊ってみませんか。

※おそろいのＴシャツを貸与します。
　当日は、黒っぽい無地のパンツで
　参加して下さい。
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